
○ 能登半島地震では、校舎や教職員等の被災、避難所開設等の状況に対応する学校現場等に対して、
・文部科学省による本省職員の派遣や被災地外からの教職員・SC（スクールカウンセラー）の派遣調整
・被災地外の５県からの教職員等で構成される「学校支援チーム」※の派遣 等
により、被災地における学びの継続や学校の早期再開に向けた被災自治体の取組を支援。
今後の大規模災害に備え、災害時の早期学校再開のため、被災地の支援ニーズの積極的把握や学校支援チームとの連携な
ど更に取組を推進し、被災地外から教職員等を派遣する枠組みを構築

教育活動再開期
（数週間～数か月程度）

施設被害や教職員の被災等の課題がある学校において、被災地の教職員等と連携しつつ支援
被災した学校現場において支援が必要な課題例：

＜学校支援チームとは＞
・ 訓練された教職員等が被災した学校の支援（避難所の
運営支援、学校の早期再開、心のケア等）のため派遣

・ 兵庫・熊本・三重・宮城・岡山の５県でチームを設置
・ 能登半島地震では発災直後から各県チームが被災地に
入り学びの継続や学校の早期再開に向けた支援を実施
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 学校支援チームの設置
 チーム員の養成
 ハンドブックの作成

災害時 学校支援チーム派遣

平時
 派遣候補者リストの作成
 平常業務との分担を予め検討

災害時

平時
（学校の早期再開に向けた支援）（教職員不足への対応）

関係団体

災害時

教職員派遣の調整
SC派遣の調整

 派遣候補者リストの作成
 教職員やSCを派遣する際の
手順や留意点を提示
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 研修に対する支援
 各自治体との連携体制の構築
 先行事例の紹介・活動報告会の実施
 新規学校支援チーム創設支援

災害時
・ 被災地の情報を共有
・ 支援自治体からの要請に対応
・ 必要に応じ、派遣調整

学校支援チームと連携・サポート

平時

文部科学省

技術者派遣

文科省職員の派遣
（ソフト・ハードのニーズ把握）

（学校施設の応急危険度判定）

災害時

 派遣候補者リストの作成
 技術職員の養成、研修の充実
 災害時活動拠点の確保

平時
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〇児童生徒等の安否確認
〇避難所開設支援

〇避難生活中の学習支援
〇心のケア
〇教育活動再開支援

〇学校運営の支援
〇教育活動の実施
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SC

生活確保期
（数日～数週間程度）

救命避難・生命確保期
（発災～数日程度）

発災

※兵庫・熊本・三重・宮城・岡山の５県がチームを設置

「被災地学び支援派遣等枠組み」（D-EST※）の構築（中間まとめ）概要
※ Disaster Education Support Team
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